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国・東京都における計画上の位置づけ 延伸に向けた取り組み

【パネル5】

【パネル6】

【パネル7】

【パネル8】

【パネル14】

【パネル14】

【パネル15】

【パネル9～13】

【パネル15,16】

〇平成 27 年 / 東京都
　「広域交通ネットワーク計画」において、
　優先的に検討すべき路線（5路線）の1つ
　に位置づける

〇平成 28 年 / 国
　「東京圏における今後の都市鉄道のあり方
　について」交通政策審議会答申第198号に
　おいて、進めるべき6つのプロジェクトの
　1つに位置づける

〇令和 4年 / 東京都
　「『未来の東京』戦略 version up 2022」
　において、関係者と事業化について協議・
　調整を進めると位置づける

〇延伸地域のまちづくり

〇導入空間となる道路等の整備

〇延伸にむけて活用するための
　基金（50億円）を積み立て

〇東京都と実務的協議を実施

〇地域住民、区議会、経済・産業団体、
　町会等と共に延伸の促進活動

〇東京都への要請活動

大江戸線延伸に関する現状

練馬区も令和 4年度に新たに調査費を計上し、東京都と連携して調査・検討を行い、

早期事業化を目指します

東京都は、令和 4年度予算の主要事業に
「地下鉄12号線（大江戸線）の延伸に関する調査」と明示した調査費（2,200 万円）
を初めて計上。事業者として大江戸線延伸具体化への意向が明確に示された
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大江戸線に関する経緯

都市交通審議会「東京圏高速鉄道網整備計画」答申第15号

運輸政策審議会答申第7号　光が丘～大泉学園町間追加

練馬～光が丘間　着工

大江戸線延伸促進期成同盟　設立

土支田中央土地区画整理事業　着手

土支田・高松地区地区計画　決定

土支田中央地区地区計画　決定

大江戸線延伸推進基金　設置

東京都との実務的協議　開始

大泉町三丁目地区地区計画　決定

大江戸線延伸推進会議　設置

大泉学園町地区地区計画　決定

補助230号線　事業認可
　（笹目通り～土支田通り区間）

補助230号線　事業認可
　（土支田通り～外環道区間）

補助230号線　事業認可
（外環道～大泉学園通り区間）

補助230号線　交通開放
（笹目通り～土支田通り区間）

補助230号線　交通開放
　（土支田通り～別荘橋通り区間）

新宿～練馬間　着工

練馬～光が丘間　開業

西新宿（都庁前）～新宿間（環状部）　着工

新宿～練馬間　開業

運輸政策審議会答申第18号　光が丘～大泉学園町間：A2路線
　　（A2路線：目標年次までに整備着手することが適当である路線）
全線　開業

広域交通ネットワーク計画について（東京都）

交通政策審議会答申第198号　光が丘～大泉学園町間
　・進めるべき６つのプロジェクトの一つに位置付けられる

主要事業に「地下鉄12号線（大江戸線）の延伸に関する調査」と
明示した調査費を計上（東京都）

「未来の東京」戦略ビジョン（東京都）
　・調整が整った路線から順次事業に着手
　・大江戸線：関係者と事業化について協議・調整を進める

関連する事業等
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○大江戸線の延伸は、現在光が丘駅まで整備されている地下鉄大江戸線を
　土支田・大泉町・ 大泉学園町地域を通り、JR 武蔵野線東所沢駅 方面まで
　延伸する計画です。 
○このうち、大泉学園町までの区間は約 4km で、 導入空間として都市計画
　道路補助230号線を 整備し、（仮称）土支田駅、（仮称）大泉町駅、 （仮称）大泉
　学園町駅の 3つの新駅を整備する予定です。 

氷川台

小竹向原

平和台

豊島園



4

〇都心へのアクセスが向
　上し、区北西部と都心
　周辺部との移動時間の
　短縮が図られます。

〇その他にも、災害時の
　緊急利用や経済への波
　及効果、周辺他路線の
　混雑緩和など、様々な
　効果が期待されます。

○大泉学園町への延伸は、大江戸線の利便性をさらに高めるもので、首都圏の交通
　ネットワークの強化・充実に寄与するものです。
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延伸計画の位置づけ①

整備について検討すべき路線

・東京 8 号線延伸（押上～野田市）
・東京 9号線複々線化（和泉多摩川～新百合ヶ丘）
・東京 11号線延伸（押上～松戸）
・新空港線「浦浦線」
・ J R 中央線複々線化
・ J R 京葉線延伸
・ J R 総武線・京葉線接続新線
・東京 10 号線複々線化（調布～笹塚）
・東京 12 号線延伸（大泉学園町～武蔵野線方面）
・区部周辺部環状公共交通
・つくばエクスプレス延伸
・多摩都市モノレール延伸（八王子方面）
・都心部・臨海地域地下鉄構想〈現答申外〉
・都心部・品川地下鉄構想〈現答申外〉

〇東京都は、今後の都内における鉄道ネットワークのあり方などについて調査検討を進めた後、個別の路線の整備効果や
　収支採算性などについて検討を行いました。

整備について優先的に検討すべき路線

・東京 8 号線延伸（豊洲～住吉）

・多摩都市モノレール延伸（箱根ヶ崎方面）
・多摩都市モノレール延伸（町田方面）
・ J R 東日本羽田アクセス線〈現答申外〉

・東京 12 号線延伸（光が丘～大泉学園町）★
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延伸計画の位置づけ②
〇平成26年４月に国土交通大臣から交通政策審議会に対して、東京圏における今後の都市鉄道のあり方について諮問が
　なされ、約２年にわたり審議を重ねた後、概ね15年を念頭に置いた答申を取りまとめました。

国際競争力の強化に資する鉄道ネットワークのプロジェクト
〈1〉都心直結線の新設（押上～新東京～泉岳寺）
〈2〉羽田空港アクセス線の新設 及び京葉線・りんかい線相互直通運転化（田町駅付近・大井町駅付
　　近・東京テレポート～東京貨物ターミナル付近～羽田空港、新木場 ) 
〈3〉新空港線の新設 （矢口渡～蒲田～京急蒲田 ～大鳥居）
〈4〉京急空港線羽田空港国内線ターミナル駅引上線の新設
〈5〉常磐新線の延伸（秋葉原～東京（新東京））
〈6〉都心部・臨海地域地下鉄構想の新設及び同構想と常磐新線延伸の一体整備 （臨海部～銀座～
　　 東京）
〈7〉東京8号線（有楽町線）の延伸（豊洲～住吉）
〈8〉都心部・品川地下鉄構想の新設（白金高輪～品川）

地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト
〈9〉東西交通大宮ルートの新設（大宮～さいたま新都心～浦和美園 (中量軌道システム ))
〈10〉埼玉高速鉄道線の延伸（浦和美園～岩槻～蓮田）
〈11〉東京12号線（大江戸線)の延伸（光が丘～大泉学園町 ～東所沢）
〈12〉多摩都市モノレールの延伸（上北台～箱根ヶ崎、多摩センター～八王子、多摩センター～町田）
〈13〉東京8号線の延伸（押上～野田市）
〈14〉東京11号線の延伸（押上～四ツ木～松戸）
〈15〉総武線・京葉線接続新線の新設（新木場～市川塩浜付近～津田沼）
〈16〉京葉線の中央線方面延伸及び中央線の複々線化 （東京～三鷹～立川）
〈17〉京王線の複々線化（笹塚～調布）
〈18〉区部周辺部環状公共交通の新設（葛西臨海公園～赤羽～田園調布）
〈19〉東海道貨物支線貨客併用化及び川崎アプローチ線の新設（品川・東京テレポート～浜川崎～桜木町、
　　　浜川崎～川崎新町～川崎）
〈20〉小田急小田原線の複々線化及び小田急多摩線の延伸（登戸～新百合ヶ丘、唐木田～相模原～上溝）
〈21〉東急田園都市線の複々線化（溝の口～鷲沼）
〈22〉横浜3号線の延伸（あざみ野～新百合ヶ丘）
〈23〉横浜環状鉄道の新設（日吉～鶴見、中山～二俣川～東戸塚～上大岡～根岸～元町・中華街）
〈24〉いずみ野線の延伸（湘南台～倉見）

★
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「未来の東京」戦略 version up 2022（令和 4年 2月東京都）

延伸計画の位置づけ③

●東京 2020 大会開催とその先を見据え実施してきた取組を発展させ、都市インフラが高度に発達した国際都市を実現

交通政策審議会で位置付けられた各路線について、調査の実施や関係者との調整を行い、事業を推進

〇令和３年３月に公表した「『未来の東京』戦略」を、時代のニーズや状況変化に迅速に対応する観点からバージョンアップし、
　その中でも交通政策審議会答申で位置づけられた各路線について、調査の実施や関係者との調整を行い、事業を推進するとしています。

〈地下鉄ネットワークのあり方等に関する国の答申〉 〈多摩都市モノレールの延伸（箱根ヶ崎）〉 〈羽田空港アクセス線の事業許可〉
2021年7月に公表された交通政策審議会答申第 371 号において、東京 8 号線の
延伸及び都心部・品川地下鉄の新設は「早期の事業化を図るべき」、都心部・臨海
地域地下鉄の新設は「事業化に向けて関係者による検討の深度化を図るべき」とされた

事業化に向けた現状調査や
基本設計等を実施
（2020 年度より）

2021年1月、本計画ルートのうち「田町（東山手）
ルート」についてJR東日本が国土交通大臣から
新設区間の鉄道事業許可を取得

鉄道ネットワークの整備

答申において「検討などを進めるべき」とされた路線 国など関係者と連携し、仕組みづくりを進める路線

羽田空港アクセス線新設、新空港線新設、都心部・臨海地域地下鉄新設、東京8号線延伸、都心部・品川地下鉄新設、東京12号線延伸、多摩都市モノレール延伸、中央線の複々線化など
各路線について、鉄道事業者をはじめとする関係者との協議・調整を加速し、調整が整った路線から順次事業に着手

※赤枠内の各路線の状況については、区にて追記

多摩都市モノレールの延伸（箱根ヶ崎方面）
早期事業化に向けた取組を加速

多摩都市モノレールの延伸（町田方面）

東京12号線の延伸（大江戸線）
関係者と事業化について協議・調整を進める

関係者と事業化について協議・調整を進める

中央線の複々線化
国など関係者と連携し、仕組みづくりを進める

令和４年10月 都市計画素案説明会
概ね3年後工事着工予定

令和４年度予算の主要事業において、
「大江戸線の延伸に関する調査費」を計上

令和３年12月 延伸ルート決定

都心部・臨海地域地下鉄の新設
事業計画の検討を進め、路線の具体化を更に加速

羽田空港アクセス線の新設
関係者との協議・調整を加速

［田町ルートは、JR東日本が新設区間の事業認可を取得］

都心部・品川地下鉄の新設
早期事業化に向けた取組を加速

令和４年３月 鉄道事業許可取得
（開業目標 2030年代半ば）
令和４年８月 都市計画素案説明会

令和３年１月 鉄道事業許可取得
（開業目標 2030年代）
令和4年度 着工予定

令和４年３月 鉄道事業許可取得
（開業目標 2030年代半ば）
令和４年６月 都市計画素案説明会

東京8号線の延伸（有楽町線）
早期事業化に向けた取組を加速

事業化に向けた関係者の取組を更に加速
新空港線の新設（蒲蒲線）

令和４年６月 都区負担割合合意
（開業目標 2030年代半ば）
令和４年10月 整備主体の第３セクター設立


